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式典後に行われた記念講演には、総合地球環境

学研究所所長で、2025年国際博覧会(大阪・関西

万博)シニアアドバイザーを務める＊＊＊＊氏を

お迎えしてご講演いただきました。

また、記念講演は、司会進行、準備・片付け等、

ＰＴＡ研修部の皆様が運営して下さいました。お

忙しい中、ありがとうございました。

８日(金)に、西目総合支所長 ＊＊＊＊様をは

じめ、多数のご来賓をお招きして「第59回少年式」

を開催いたしました。 本日はお忙しい中、

少年式は、昔の元服にあたる14歳の時に、将来 私たちの少年式にたく

の夢や目標について深く考え、自分を見つめ直す さんの方々からご出席

ことを目指して、昭和41年に第７代の＊＊＊＊校 いただき、誠にありが

長先生が始められました。この式は、「こういう とうございます。

人間になって社会のために尽くしたい」という高 今日、この日を迎え

い志を立てる立志の式であり、本校にとって、入 ることができた喜びで、身が引き締まる思いです。

学式、卒業式と並んで重要な儀式的行事と位置づ また、皆様への感謝の気持ちと、大人になる第一

けられる歴史と伝統のある行事です。 歩を踏み出す緊張感で胸がいっぱいです。

式では、ご来賓を代表して、西目総合支所長 私たちはこの少年式で、将来なりたい自分や、

＊＊＊＊様より、「常に好奇心と楽しむ心をもっ 目指したいこと、励みたいことなどを宣誓します。

て物事に取り組み、高い視野、広い視野で、明確 それは、これからの私たちの決意を述べたもので

な視点を意識しながら、夢の実現に向けて大きく す。そして、この決意を今後の学校生活で胸に刻

羽ばたいてほしいと思います。」という激励のご み、さらなる高みを目指していきたいと思います。

祝辞をいただきました。 立志三訓である「希望」「友情」「鍛練」をより

また、２年生を代表して後期生徒会会長の＊＊ 意識し、立志の学校である西目中学校にふさわし

＊＊さんが「立志のことば」を述べ、その後、２ い中学校生活を送りたいと思います。

年生一人一人が、自分の思いを込めた漢字一文字 さて、私たちはこの夏休みに職場体験をいたし

を書いた色紙を掲げながら「私はこんな人になり ました。実際の現場で働くことを通じ、たくさん

たい」という誓いの言葉を力強く宣言しました。 のことを経験する上で、その職業に対する先入観

２年生は、後期から学校の中心となって頑張っ と実際の現場との違いを知ることができました。

ていますが、この少年式を機に、これからも「一 私は西目中央児童館で学童保育の仕事を体験し

人一人がリーダー」という気持ちで学校全体を引 ました。少人数で集まり、トランプやオセロ、ド

っ張ってくれるものと確信しています。 （次頁左上に続く）

立志のことば(一部紹介)
生徒代表 ＊＊＊＊

【学校教育目標】夢を力に ～立志三訓～希望・友情・鍛練



ッジボールなどをして児童とコミュニケーション ○賢く野性的であれ

を図りました。また、児童の目につかない場所で ・好奇心をもつ

の業務についても学ぶことができました。そこで ・自分にしかできないことを考える

は児童が安心して過ごすことができるように、環 ・底辺に立って世界を見上げること

境づくりをすることも大切な仕事の一環だと知る ・言葉ではなく、行為によって示す

ことができました。 ・冒険を恐れるな、しかし生還せよ

これは、学校での活動でも同じことが言えると ☆不確かな未来に挑戦しよう
考えます。委員会活動では、それぞれの分野で生

徒が生徒のための環境づくりや活動をしていま ＊＊氏の言葉の一つ一つに重みがあるご講演

す。現在学校で行っている取組が実際に働く場で で、全校生徒が真剣にメモをとりながら話を聴い

も役立つということを実感することができまし ている姿が印象的でした。

た。職場体験を通して将来自分が働く姿を想像し、 講演後には、３Ａ＊＊＊＊さん、１Ｂ＊＊＊＊

さらに選択の幅が広がったことを感じています。 さん、１Ｂ＊＊＊＊さんから質問や感想があり、

これから私たちは、一人一人違う道を歩んでい ＊＊氏から丁寧にアドバイスをいただきました。

くと思います。その中でも「友情」を深めながら、 ありがとうございました。

共に「鍛錬」していきます。自分の誓った志を高

く掲げ、未来に向かって粘り強く歩み続けること

を誓い、立志の言葉とします。

私たちを支えてくださった地域の方々、保護者

のみなさま、先生方、これまでほんとうにありが

とうございました。これからも温かい応援をよろ

しくお願いします。

記念講演は、総合地球環境学研究所所長で、20

25年国際博覧会(大阪・関西万博)シニアアドバイ

ザーを務める＊＊＊＊氏に「人間にとって学びと

は何か」という演題でご講演いただきました。

＊＊氏の研究の成

果から、今後の生き

方について次のよう

な大事なことを教え

ていただきました。

★第47回湯沢市招待中学校バレーボール大会

○ゴリラと歩いて学んだこと 11月２日

・挫折はチャレンジのチャンス 【女子 準優勝】 西目中学校

・トラブルのある場所でこそ

自分の力を発揮できる ★第59回秋田県児童・生徒理科研究発表大会

・直観を信じる 11月９日

・孤独は自分を見つめ直す機会 【齋藤憲三・山﨑貞一 賞】

・自分と合わない人とタックを組むのが大切 発表題：落下させたサイコロの目の出方について

・時間が信頼を作る 発表者：西目中学校・科学部

記念講演

「人間にとって学びとは何か」
＊＊＊＊ 氏

【Ａ組】

【Ｂ組】


